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地方創生を担う人材の養成

① 多様な地域の創生策は、個々の地域ごと
に自らが考えることが必要

② 人材育成をめぐる日本全体の流れも参考
にする

（例）テレワークの拡大、ジョブ型雇用への
移行、兼業の容認など
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地域戦略人材塾で身に着けて欲しいこと

① 経済社会の大きな流れ、変化を掴むこと
‥変化は早いので思考も弾力的にしたい

（例）コロナショックの影響、菅政権の経済
政策の方向

② 戦略を練るための多様な道具を知ること
‥経済学の分野でも次々に新しい考え方が登
場しているので、道具立てのオプションを増
やしたい
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地域戦略人材塾で取り上げたいテーマ
（暫定例）

① コロナショックと日本の経済社会の変容

② EBPMと政策立案

③ 行動経済学とナッジ

④ 意思決定の仕組みとフューチャーデザイ
ン

⑤ 人口減少への対応とスマートシュリンク

⑥ SDGsと地方創生

⑦ 自治体のシティプロモーション戦略
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